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ピコ秒パルス赤外レーザーと非線形光学結晶CsLiB6O10（CLBO）を組み合わせた深紫外光源の

開発を進め, これまで波長266nm光, 平均出力10Wの連続10000時間発生を達成している[1]. さら

なる高出力化に向けて, 紫外光吸収によってCLBO内に生じる熱位相不整合を低減させる必要が

ある[2]. 本研究では, 深紫外光出力の温度チューニングカーブを測定し, 出力依存性や内部水不

純物の影響を調べた.  

利得変調方式の DFB-LD をシード光源に用いた近赤外光（パルス幅 42ps，パルス繰り返し周波

数 100kHz）の 2 倍波（波長 532nm）を入力光とし, 波長変換によって波長 266nm 光を発生させ

る．光学セル内の結晶ホルダーに固定した CLBO素子（素子長 10mm）を大気雰囲気下で温度 150℃

に長時間加熱した後, 入力 5.3W 時に最大平均出力が 1W となる角度で固定した. 次に, 入力パワ

ーを増やしながら深紫外光出力の温度チューニングカーブを高温側から測定した（Fig.1）. 図か

ら明らかな様に, 出力が 3W 以上になると紫外光吸収の影響を受け, ピーク温度が低温側にシフ

トして非対称性なチューニングカーブとなった. 次に, Arガスを光学セル内に流量 200ml/minでフ

ローし, 平均入力 26W 時の温度チューニングカーブの経時変化を調べた. Fig.2 にフロー開始直後

と 17日後の結果を示す（横軸は出力が最大となる温度からの温度差とした）. Arガスフロー下で

加熱を続けることによって, 温度チューニングカーブの非対称性がわずかに緩和される傾向が確

認できた. また, フロー開始直後はピーク温度から温度が 0.1℃下がると急激に出力が低下したの

に対し, 17 日後では同じ出力低下が約半分以下の速度で緩やかに進むことが明らかになった

（Fig.3）. CLBO 素子内部の水不純物は, 上記の乾燥雰囲気加熱条件では約 3週間かけて完全に脱

離することが分かっており, 本結果は内部水不純物が深紫外光発生時の発熱に影響する要因の一

つであることを示唆するものである. 発表では, 大気中で 150℃に加熱した直後からの変化や, 異

なる結晶品質の特性についても発表する.  

本研究は NEDO「高輝度・高効率次世代レーザー技術開発」事業の支援の下で実施した． 
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Fig.1. Dependence of 266 nm 

output power on holder 

temperature and input power. 

Fig.2. Change of temperature 

tuning curve after heating in 

a dry atmosphere. 

Fig.3. 266 nm output 

power decline property. 
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